
北海道国立大学機構 産学官金連携統合情報センター（IIC）のニュースレターです。定期的に3大学の
教育研究活動や行政・サービス機関、産業界からの最新情報をわかりやすく皆様にお届けします。
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北海道国立大学機構 産学官金連携統合情報センター（IIC）

――北海道国立大学機構スタートアップ
イベント開催決定！

２０２６年6月4日（木）19時より、当機構
スタートアップイベントを東京会場・オンラ
インのハイブリッド形式で開催します。

スタートアップや起業を目指す研究者た
ちが集結し、独自の技術とビジネスプラン
をプレゼンテーションします。

現在、日本では人手不足や一次産業の
変化、環境への対応など、さまざまな社会
課題が共通のテーマとなっています。北
海道は、こうした課題が特に顕著に現れ
ている地域です。だからこそ、北海道で生
まれ、実践を通じて磨かれた技術やサー
ビスは、全国でも役立つ可能性を大きく
持っています。

今回のイベントは、単なる研究発表の場
ではありません。全国の企業や自治体、
投資家のみなさまにとって、新しい技術や
課題解決につながる「パートナー」と出
会う機会になると考えています。

それでは、なぜ今、大学スタートアップに
注目が集まっているのでしょうか。

――注目すべき理由①：多様な環境で
鍛えられた、実践的な技術とノウハウ

新しい製品を共同開発したり、最先端の
社会インフラをつくったりするうえで、「ど
のような環境で実証実験を行うか」は非
常に重要です。

当機構が取り組むスタートアップは、広大
な農地、厳しい寒さ、豊かな自然環境な
ど、北海道ならではの多様で厳しい
フィールドを活かして、実際の現場で検証
を重ねています。

そのため、これらのスタートアップと連携
することで、研究室の中だけでは得られ
ない、現場で磨かれた実用性の高い技
術やノウハウを、事業やサービスに取り入
れることができます。

北海道で培われた知見は、全国の地域
や、新たな価値づくりを目指す企業にとっ
ても、事業成長につながる大きなヒントに
なるはずです。

――注目すべき理由②：社会課題の解
決から、新たな市場や価値を生み出せる

現在、多くの企業や自治体が、サステナ
ビリティの実現や新しい価値づくりに取り
組んでいます。しかし、実際に大きな成果
や変化につながる突破口を見つけるのは
簡単ではありません。

当機構が取り組むスタートアップは、現場
が抱える切実な課題やニーズに向き合い
ながら事業を進めています。こうした技術
やアイデアを取り入れることで、社会課題
の解決と経済的な成長の両立を目指す
ことができます。

大学スタートアップとの共創は、単なる支
援活動ではありません。お互いの強みを
掛け合わせることで、新しい市場や価値
を生み出していく、実践的な取り組みとい
えます。

――東京会場・オンラインで、未来の協
業への第一歩を

大学の知財やスタートアップの技術は、
資料を見るだけでは、本当の価値や活用
の可能性までは伝わりません。

研究者や起業家が、どのような思いで課
題に向き合い、それをどう事業につなげ
ようとしているのか――。その「生の声」
に触れることで、企業や地域との新たな
連携の可能性が見えてきます。

「次の事業につながる、新しい技術やアイ
デアを探したい」

【特集】北海道国立大学機構スタートアップイベント開催！
～なぜ今、「大学スタートアップ」が注目されるのか～

「社会課題の解決に挑む、先進的なパー
トナーと出会いたい」

そんな思いを持つみなさまにとって、本イ
ベントが次の一歩を踏み出すきっかけに
なれば幸いです。東京会場、またはオンラ
インで、未来の協業に向けた第一歩を踏
み出してみませんか。

みなさまのご参加を、心よりお待ちしてお
ります。

/////////////////////////////////

【開催概要】北海道国立大学機構発ス
タートアップの可能性～地域と大学が
動かすイノベーション～

日時： 2026年6月４日（木） 19:00〜
20:00

場所： CIC東京（虎ノ門ヒルズビジネス
タワー15F） ＋ オンライン（Zoom）

対象： 経営企画部、新規事業開発部、V
C・CVC担当者、スタートアップ企業経営
者など

申込： https://forms.office.com/e
/1bx53ZPUTd

 ＜締切＞2026年6月3日（日）12:00

イベント情報はこちら：

https://startuphokkaido.com/ev
ent/7495/

https://community.venturecafet
okyo.org/sessions/2991

/////////////////////////////////

北海道広域連携プラットフォームは、北海道における様々な課題を共有し、
産学官金連携によって解決に導く場です。皆様からのご意見、ご要望をお待ちしています。

https://www.nuc-hokkaido.ac.jp/iic/iic-contact/
https://forms.office.com/e/1bx53ZPUTd
https://forms.office.com/e/1bx53ZPUTd
https://startuphokkaido.com/event/7495/
https://startuphokkaido.com/event/7495/
https://community.venturecafetokyo.org/sessions/2991
https://community.venturecafetokyo.org/sessions/2991


シリーズ・フードテック第五弾。今回は、
「オーダーメイド型の栄養と健康管理」に
ついて紹介します。

一人ひとりの体質や健康状態に合わせ
て、最適な食事や栄養を提案する「オー
ダーメイド型の栄養」技術や、食と健康を
つなぐ「健康管理」技術は、これからの健
康づくりや健康寿命の延伸を支える重要
な分野として注目されています。

大学では、最先端のバイオテクノロジーや
AIを活用した研究に加え、心理学の視点
からもさまざまな研究が進められていま
す。ここでは、最新の研究をご紹介します。

――帯広畜産大学：食と健康の未来を
探る

帯広畜産大学では、発酵食品や腸内環
境など、「食」と「健康」のつながりに注
目した研究が進められています。

乳酸菌や腸内細菌、食品に含まれる成分
が、体調や代謝にどのような影響を与え
るのかを探る研究は、オーダーメイド型の
栄養提案にもつながる分野です。

特に十勝地域は、乳製品や農産物など
豊かな食資源に恵まれており、地域の食
材を活かした研究が行われていることも
大きな特徴です。

発酵技術や機能性食品に関する研究は、
健康維持や生活習慣病の予防への活用
が期待されています。将来的に、個人の
体質や健康状態に合わせた食生活のサ
ポートにつながる可能性もあります。

――筑波大学：睡眠の悩み、食事で解
決？一人ひとりに最適なメニュー提案へ

筑波大学では、アプリから得られるデー
タを活用した大規模調査を通じて、睡眠
の悩みに合わせた「最適な食事メ
ニュー」の提案につながる研究成果が得
られています。

調査・分析の結果、食事のバランスが睡
眠の状態と深く関係していることが分
かってきました。例えば、

・寝付きが悪い人は食物繊維を多く取る

・睡眠時間が短い人は、蛋白質を増やす

・睡眠の質が低い人は、カリウムを増やし、
塩分（ナトリウム）を控える

といったように、一人ひとりの悩みに合わ
せて、効果的な食生活を提案する技術が
注目されています。こうした研究は、個人
の体質や生活習慣に合わせた、より精度
の高い健康サポートにつながることが期
待されています。

――慶應義塾大学：アプリを活用した食
事コーチング

予防医療の分野では、アプリを活用し、
管理栄養士が食事をサポートする「食事
コーチングサービス」が始まり、注目を集
めています。

【シリーズ：フードテック】多様化する「食の未来」を考える（第五弾）

このサービスでは、身長・体重・年齢に加
え、食事の好みなどの情報をもとに、食生
活や栄養状態をわかりやすく見える化し
ます。さらに、一人ひとりに合わせた食事
提案を行うほか、食事内容や栄養バラン
ス、睡眠や生活リズム、体重や血圧など
の健康データまで、総合的にサポートしま
す。

今後、より高度なサービスの実現に向け
て、システム開発やデータ解析、臨床研
究を進めながら、食を通じた病気予防に
つなげていくことが期待されています。

――神戸大学：健康行動を習慣にする
仕組みづくり

健康的な行動を続けたり、生活習慣を変
えたりする仕組みについて、神戸大学で
は行動科学や健康心理学の視点から研
究が進められています。

食生活や運動習慣を改善するには、正し
い知識を知るだけでは十分ではありませ
ん。

「やってみよう」という意欲や、「自分にも
できる」という自信、さらに家族や周囲の
支えなど、心理的な要素が大きく関わる
ことが分かっています。

また、自治体と連携し、健診データなどの
健康情報を活用しながら、地域の人々が
より健康的な行動を取りやすくする取り
組みも進められています。

AIやデータ活用が進む中でも、最終的に
は「無理なく続けられる健康習慣をどう
作るか」が重要なテーマとなっています。

北海道国立大学機構・３大学の熱気と
キャンパスの雰囲気を直接体感できる
「オープンキャンパス」を、今年も開催！

ウェブサイトや資料だけではわからない、
教員や現役学生の熱量、そして充実した
教育環境を直接確かめられる機会です。

進路選択の確かな判断材料として、ぜひ
ご活用ください。

――小樽商科大学 2026年度オープ
ンキャンパス

日時： 2026年8月8日（土）10時30分
～15時30分

※プログラムの詳細については、決まり次
第更新いたします。

https://nyushi.otaru-
uc.ac.jp/examination/opencampus/

――帯広畜産大学 令和8年度オープン
キャンパス

日時： 2026年7月25日（土）9時00分
～16時00分

対象者: 高校生、保護者など ※中学生
以下の方もお申し込みが可能です。

事前申し込み: 参加にはウェブサイトで
の事前申し込みが必要です。

受付期間： 2026年6月14日（日）
10:00～7月10日（金）17:00

https://www.obihiro.ac.jp/navi-open

【お知らせ】小樽商科大学・帯広畜産大学・北見工業大学のオープンキャンパス

――北見工業大学 2026年度オープ
ンキャンパス

日時：6・7・9月の全3回開催します。

●第1回 6月28日（日） 09:30～
16:00 ※大学祭と同時開催
申込期間： 6月1日（月） 12：30～6
月22日（月）23：59

●第2回 7月25日（土） 09:45～
16:30
申込期間： 6月10日（水） 12：30～7
月13日（月）23：59

●第3回 9月12日（土） 12：00～
16：30
申込期間： 8月17日（月） 12：30～8
月31日（月）23：59

https://koho5.office.kitami-
it.ac.jp/admission/events/#campus
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